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カイ コ 体液 タ ン パク質 皿 RNA の精製

藤江純子，泉 進，富野士 良 （都立大 ・理 ・生物）

Purifjcation　of　mRNA 　cQdl コ g　 for　rnaiOr 　 hemo −

lymph 　proteins　in　the　silkworm 　Bom 　byx　mori

JuNKo 　FuJIE
，
　SusuMu 　IzuMI，　 SHIRo　ToMINo

　 カ イ コ 体液中に は ， 5齢 3 日 目 よ り出現 し以後高

濃度 で存在する 分子 量約 3 万 の
一

群 の タ ソ パ ク 質

（30K −protein） が あ る 。 また脂肪体中の 30　K −Pr。−

tein の mRNA 活性 も 5 齢期 か ら吐 糸期 に か け て

著 し い 変動を 示す ， こ の タ ン パ ク質 を指標 と して カ

イ コ 脂肪体 の タ ソ パ ク 質合成 の 調節機搆 を DNA −

mRNA レ ベ ル で 解析す る た め に は ．　 mRNA また

は cDNAprobe を 用 い る こ とが 望まれ る 。 こ の た

め ．まず カ イ コ 脂肪体よ り30K −protein−mRNA の

分離精製を試み た 。 摘出後直ち に 液体 チ ッ ソ 中に 凍

結保存した 5 齢中 期 の 脂肪体 1009 よ リグ ア ニ ジ ソ

塩酸法 で分画 して得られ た RNA を出発物 と した 。

こ の RNA を 1） poly （U ）セ フ ァ デ ッ ク ス G＿1 
ク 卩 マ トグ ラ フ ／

− ，2）2 回 の シ ョ 糖密度勾配遠心

法・3）cligo （dT） セ ル ロ ース ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

4）調製用 ホ ル ム ア ミ ドゲ ル 電気泳動法，で さらに 分

画 し・ 各分画中 の 30　K −protein −mRNA 活性は 小

麦胚無細胞系 お よび 抗 30K −protein 抗体 に よ る免

疫的方法で 測定 した 。 こ の 方法 で 780mg の 全脂肪

体 RNA よ り 20μ9 の 精 製 mRNA 標 品が 得られ

た 。 ホ ル ム ア ミ ドゲ ル 電気泳動に よ る分新で ，こ の

精製 mRNA が 2 種 の RNA を含む こ とが 判明 し

た 。 小麦胚 無細胞系 で こ の RNA は 分子量 の ほ とん

ど等 しい 2種 の タ ン パ ク 質に 翻訳 され．両 生成物 と

も抗 30K −protein 抗体 と反応 した 。精製 RNA の

推定分子量は それぞれ約 130 万，お よ び95万 で あり

翻訳生成物 の 分子量 に 比較 し て非常に 大きい もの で

あ っ た 。

ゴ キブ リ血液中の DC　
−carrier 　protein に つ い て

茅野春雄，片瀬晴人 （北大 ・低温研 ・生化）

Is・lati・n　and 　p・ ・ificati・n ・f　diacylglycer・1．

carrying 　tipoprotein　from 　c  kroach　hemoTymph
HARUO 　CHINO ，　 HARuHITO 　KATASE

　 我 々 は 先 tC，昆虫 の 脂肪体か ら ジ グ リ セ リ ド DG

を 運 ぶ タ ソ パ ク 質を シ ン ジ ュ蚕血 液 か ら 単離精製

し，こ れ を DG −carrier 　protein とよ ん だ。一方 ，
ゴ

キ ブ リの よ うな雑食性昆虫で は ， 腸管か ら吸収され

た リ ピ ドは ．脂肪体か らと同 じ よ うに ．DG の 形 で

運ば れ る こ と を ご く最近明 らか に した 。 そ こ で ， 脂

肪体と消化管か ら，DG が 同一
の carrier −protein

に よ っ て 運ばれ る の か ．そ れ と も，2 つ の 異な っ た

carner −protein に よ っ て 運ば れ る の か とい う 問い

に 答え る 必要 が あ っ た。本研究 は こ の 件 を明らか に

す る と同時 に J こ の ゴ キ ブ リの carrier −protein の

物理化学的性質を明らか に す る た め に 行 わ れ た 。 現

在 の とこ ろ 次 の 結果 が 得 られ た。1）等電点沈殿法 と

DEAE −cellulose カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ 7 イ
ーの 組

み合わ せ に よ り，ぎわ め て 純度 の 高い DG −carrier

P「°tejn が ゴ キ ブ リ血液 よ り精製され た。2）等電点

沈殿をお こ す際，シ ン ジ ＝蚕 の 場合に 共沈物質と し

て 必要で あ っ た vite110genin は ゴ キ ブ リ の 場合必

ずし も必要 で な く，他 の 血 液 タ ン パ ク 質 が 共 沈物質

と し て は た ら く 。
3）こ の DG −carrier 　protelnの 血

液中の 含有量 は 全血液 タ ン パ ク質の 50％ に 達 す る 。

4）精製され た DG −
〔；arrier 　protein　 lま脂肪体と消化

管か ら DG を uptake す る こ とが で き る 。 つ まり

DG は 同一
の carrier 　 pr  tein に よ っ て ，脂肪体 と

消化管 か ら運 は1れ る 。
5）DG −carrier 　protein の 分

子量 は約 50万 で，直径約 14nm の 球形 タ ン パ ク 質

で あ る・6）主要の リ ピ ドと して ，DG の 他に ， 炭化

水素を多量 に 含 ん で い る 。
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